
第683号　2019年7月１日（月）

●日本国憲法より●
第13条　すべて国民は、個人として尊重される。
生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利に
ついては、公共の福祉に反しない限り、立法そ
の他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。
第25条　すべて国民は、健康で文化的な最低限
度の生活を営む権利を有する。国は、すべての
生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆
衛生の向上及び増進に努めなければならない。
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第６８３号

（1）

☆組織の概況（5月31日現在）　組合員総数　6万2952人（5月の新加入者139人）　出資金総額　16億0700万7400円（1人平均　2万5528円）

主な記事 ５面 リハビリテーション科

（
本
号
は
、
総
代
会
の
決
定
内
容
を
お
伝
え
す
る
た
め
、
10
日
ほ
ど
発
行
が
遅
れ
ま
し
た
）

１～４面 総代会特集 ８面 たまち紹介訪 問 看 護  
ステーション

医
療
活
動と
経
営
活
動
を
前
進
さ
せて
い
こう！

１　
平
和
憲
法
の
改
悪
を
許
さ
ず
、
九
条
を
ま
も
っ
て
い
こ
う

２　
全
事
業
所
の
経
営
改
善
を
進
め
、

�

経
営
の
黒
字
化
、
欠
損
金
の
解
消
を
実
現
し
よ
う

３　
医
療
・
介
護
・
年
金
等
の
改
悪
を
阻
止
し
、

�

社
会
保
障
を
良
く
す
る
運
動
を
広
め
よ
う

４　
日
本
医
療
福
祉
生
活
協
同
組
合
連
合
会
の
方
針
に
結
集
し
、

�

い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
活
動
を
推
進
し
よ
う

５　
医
師
・
看
護
師
を
は
じ
め
と
し
た
専
門
職
の
確
保
と
育
成
を

�

進
め
、
地
域
で
医
療
・
介
護
の
活
動
を
広
め
て
い
こ
う

６　
生
協
組
合
員
の
拡
大
と
班
・
支
部
へ
の
結
集
を
推
進
し
、

�

生
協
組
織
を
大
き
く
、
強
く
し
て
い
こ
う

第
94
回 

通
常
総
代
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
２
０
１
７
年
10
月
３
日
に
念
願
の

新
健
生
病
院
、
健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

開
設
す
る
こ
と
が
で
き
、
２
０
１
８

年
度
は
医
療
活
動
と
経
営
活
動
を
軌

道
に
乗
せ
る
こ
と
が
目
標
の
年
で
し

た
。
職
員
の
献
身
的
な
努
力
と
組
合

員
の
皆
さ
ま
の
絶
大
な
ご
支
援
も
あ

り
、
医
療
、
介
護
分
野
で
の
事
業
収

益
は
１
０
４
億
円
と
前
年
度
よ
り
６

億
４
千
万
円
増
加
し
て
、
初
め
て
１

０
０
億
円
を
突
破
、
経
常
利
益
で
は

予
算
を
２
億
２
千
万
円
あ
ま
り
超
過

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
、
弘
前
市
立

病
院
と
国
立
病
院
機
構
弘
前
病
院

の
合
併
に
よ
る
中
核
病
院
構
想
が

一
時
的
に
迷
走
し
、
そ
れ
に
伴
っ

て
新
し
く
な
っ
た
健
生
病
院
の
救

急
医
療
分
野
で
果
た
す
役
割
が
拡

大
し
て
い
ま
す
。
救
急
車
の
搬
入

件
数
は
、
従
来
、
年
間
２
０
０
０

件
前
後
だ
っ
た
も
の
が
、
２
０
１

８
年
度
は
２
３
０
０
件
に
増
加
、

救
急
外
来
の
総
受
診
者
数
も
二
次

救
急
病
院
と
し
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
手
術
件
数
も

前
年
度
と
比
較
し
て
１
０
０
件
あ

ま
り
増
加
し
て
１
０
７
１
件
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
分
娩
数
や
消

化
器
内
視
鏡
件
数
も
着
実
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
中

核
病
院
が
完
成
し
た
後

も
、
健
生
病
院
は
津
軽
医

療
圏
に
お
け
る
救
急
医
療
、
あ
る
い

は
急
性
期
医
療
の
分
野
で
大
切
な
役

割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　
藤
代
健
生
病
院
も
健
生
ク
リ
ニ
ッ

ク
精
神
科
と
連
携
し
な
が
ら
、
多
く

の
新
規
患
者
を
受
け
入
れ
、
津
軽
地

域
の
精
神
科
医
療
の
分
野
で
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
生
協
全

体
で
は
、
予
算
を
超
過
達
成
し
ま
し

た
が
、
一
方
で
、
介
護
事
業
は
経
営

的
な
面
で
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
２
０
０
０
年
に
介
護
保
険
制
度

が
発
足
し
、
家
族
が
介
護
か
ら
解
放

さ
れ
る
時
が
来
た
と
、
誰
も
が
期
待

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
介
護
保
険
が

開
始
し
て
２
年
が
た
ち
、
介
護
費
が

５
兆
円
を
超
え
た
段
階
で
、
早
く
も

介
護
費
用
抑
制
に
向
け
て
舵
が
切
ら

れ
、
や
つ
ぎ
ば
や
に
介
護
報
酬
の
マ

イ
ナ
ス
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、

厚
生
労
働
省

は
、
軽
症
者

を
サ
ー
ビ
ス

対
象
者
か
ら
は
ず
す
、
自
己
負
担
の

引
き
上
げ
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
に
く

く
す
る
、
保
険
料
を
と
り
や
す
い
40

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
第
２
号
被
保
険

者
に
つ
い
て
、
収
入
に
応
じ
て
負
担

す
る
制
度
に
切
り
替
え
る
な
ど
の
重

大
な
方
針
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
打
ち
出
し

ま
し
た
。
介
護
保
険
事
業
と
し
て
は

単
独
で
は
採
算
が
と
り
に
く
く
な
り

ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
津
軽
保
健

の
介
護
事
業
と
し
て
も
、
比
較
的
軽

症
者
か
ら
重
症
者
中
心
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
シ
フ
ト
せ
ざ
る
を
得
な
い
流

れ
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
虹
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
を
看
護
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
に
切
り
替
え
る
方
向
で

検
討
し
て
い
ま
す
。
介
護
分
野
は

医
療
福
祉
生
協
と
し
て
大
切
な
事

業
で
す
。
介
護
保
険
制
度
の
急
激

な
変
化
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今

後
と
も
、
社
会
保
障
運
動
と
し
て

介
護
保
険
の
改
悪
に
対
し
て
ど
う

対
峙
し
て
い
く
の
か
と
い
う
視
点

と
、
法
人
の
経
営
問
題
と
し
て
介

護
事
業
を
ど
う
考
え
て
い
く
の
か

と
い
う
視
点
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な

が
ら
、
介
護
分
野
の
か
じ
取
り
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
無
料
低
額
診
療
制
度
の
活

動
も
重
要
で
す
の
で
、
日
常
診
療
の

忙
し
さ
に
ま
ぎ
れ
ず
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
本
日
の
総
代
会
で
は
、
法
人
の
事

業
活
動
、
医
療
福
祉
生
協
と
し
て
の

健
康
づ
く
り
活
動
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

と
と
も
に
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
、

こ
の
場
を
借
り
て
、
改
め
て
、
今

後
、
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

2019年度
第94回
通常総代会
開催　6/24理

事
長

�

安 

田
　 

肇

ご
あ
い
さ
つ

総代会で総代から発言中

新人医師紹介

医
療
活
動
と
経
営
活
動
を

�

前
進
さ
せ
て
い
こ
う
！

　津軽保健生協の第94回通常総代会が、６月24日、板柳町
の「あぷる」で各支部の総代296人の出席によって開催され
ました。
　安田肇理事長のあいさつに続いて来賓の佐藤真人・県民医
連事務局長と、安藤晴美・日本共産党県会議員のあいさつが
ありました。
　三浦良成専務から１号議案の18年度の事業報告・決算報
告があり、総代からの質疑応答が行われました。続いて２号
議案の19年度の事業計画・予算などの提案がありました。
　昼食休憩の後、新人研修医が紹介され、支部・班・組合員・
永年勤続者の表彰が行われました。
　その後議事が再開され、２号議案の補足説明があり、質疑
応答が行われました。また３号議案の役員報酬の提案があり、
質疑応答が行われました。審議が終了し、議場は閉鎖されて
各議案の採決が行われ、すべての議案が多数の賛成で承認さ
れました。
　最後に、特別決議とスローガンの提案、採択があり、力強
く読み上げられ、相馬裕副理事長のあいさつで閉会となりま
した。

❖ 総代会の流れ ❖
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虹
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0172-36-8833
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0172-36-5581
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宿泊型自立訓練事業所
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0172-32-8004
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ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

院 所 案 内 は
５−４面です

（0172）32－1171
（0173）35－2542
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（0172）31－2731

健生介護
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ステーション

弘　　　前
第 一 地 域
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健　生　病　院
健生五所川原診療所

虹　
なみおか
ぴ あす

藤代健生病院
健生黒石診療所

たまち
ちとせ
ガーベラタウン

　健生クリニック
健生平賀診療所
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あじさい
包括支援センター
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（0172）62－3101
（0172）38－3295
（0172）36－5581
（0172）39－7339
（0172）31－1855 生

協
本
部

（0
17
2）3
3－
75
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組
合
員
セ
ン
タ
ー

（0
17
2）3
5－
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モ
バ
イ
ル
版

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
クリニックホームページ
http://www.kensei-hp.jp

総代会 特集 2019年７月１日（月）　第683号 （2）健　　　康

2018年度 組合員活動 まとめ

2018年度 経営活動 まとめ
　事業収益は104.1億円となり、予算を1.5億円、前年実績を6.4億
円上回りました。特に健生病院が病床稼働・回転を高め、手術・分
娩・救急車受入件数を大きく増加させたことが収益の大幅な増加に
つながっています。事業費用は107億円であり、予算を６千万円下
回りました。経常剰余金は 2.9億円となり、予算を2.2億円上回る
ことができました。経常剰余金が赤字である要因は、新築移転事業
のため減価償却費が８億円以上となっているためです。
　特別利益として旧病院跡地の売却益が1.8億円、旧健生病院解体
工事などにより特別損失が4.2億円あり、当期剰余金は 5.3億円と
なりました。

　新築移転のため累積欠損は10.1億円となり、自己資本比率が
4.1％まで低下しました。今後は経営を黒字化し、欠損金の解消およ
び自己資本比率の向上が目標となります。引き続き、津軽保健生協
全事業所の経営改革を推進していかなければなりません。

　日本医療福祉生協の理念「健康をつくる・平和をつくる・いのち輝
く社会をつくる」、2018年度の中心テーマ「協同の力で、いのち輝く
社会をつくる」に基づき、当生協でも組合員のつながりを大切にし、
健康で明るいまちづくり活動に取り組みました。

（単位：百万円）
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事業収益

　生協四課題を前進させるために、春と秋に月間を設定し、また対
話訪問の件数を、春・秋ともに500件に目標設定しました。春は
７支部、１事業所が達成し、秋は６支部、２事業所が達成しました。

生協強化月間

　健康チャレンジは、目標の1,000名に対して1,728名の申し込
み、1,454名の報告者、と目標を大きく上回りました。その他、つな
がりマップ、禁煙の普及、すこしお生活運動などに取り組みました。

地域まるごと健康づくり

四課題の取り組み
①仲間ふやし　　11支部、３事業所が目標達成しました。

年間目標 達成（達成比） 前年比
3,000名 2,033名（67.8％） 95.4％

②出資金ふやし　６支部、１事業所が目標達成しました。
年間目標 達成（達成比） 前年比
２億円 9,429万円（47.0％） 78.4％

減資および脱退 1億2,763万円
純減 　3,334万円

出資金総額（18年度末） 15億9,766万円

③班づくり　　　達成支部
　四中りんご①、南①、尾上①、板柳②、五所川原①

④担い手づくり　　１支部が目標を達成しました。
年間目標 達成（達成比） 前年比
555名 137名（24.7％） 87.3％

１　健生病院、健生クリニックの経営改革を進めます。
２　藤代健生病院ほか各診療所の経営改革をさらに進めます。
３　在宅医療を強化していきます。
４　介護事業再編以外にも、さらなる収益増加を目指します。
５　�2019年度予算は、事業収益は106億円で前年対比1.9億円の
増加を目指します。法人全体の償却前経常剰余金は7.5億円で、
到達すれば必要資金を獲得できる予算です。同時に今後の経営目
標として経営の黒字化を目指し、累積欠損金の解消に努めます。

経営活動および予算方針

　健生病院跡地には、生活協同組合コープあおもりが445坪の新店
舗を建設中で、11月オープン予定です。津軽保健生協会館の駐車場
工事はコープあおもりと同時期に行います。今後、駐車場の安全性
について最大限努力します。両生協の協同の力でさまざまな企画を
検討し、まちづくりを推進していきます。

旧健生病院跡地によるまちづくりの推進

2019年度 組合員活動 方針
活動スローガン 「協同の力で、いのち輝く社会をつくる」

１　2019年度の四課題の達成を追求しましょう
　　　①仲間ふやし　　3,000人（支部1,000人、事業所2,000人）
　　　②出資、増資　　２億円
　　　③班づくり　　　74班（１支部２班）
　　　④担い手づくり　370人（１支部10人）
　　　生協強化月間に取り組みましょう。
　　　�春は各ブロックもしくは支部単位で実施。秋は全国の医療福

祉生協での取り組みのため例年どおり実施します。
２　「つくろうチャレンジ」に取り組みましょう
　　　①「つながりマップ」の作成と活用をします。　
　　　②「居場所（たまり場）」づくりに取り組みます。
３　地域まるごと健康づくりを広げましょう
　　　①「健康チャレンジ」の普及拡大に取り組みます。
　　　②「８つの生活習慣と２つの健康指標」を広めます。
４　支部活動の運営と発展に取り組みます
５　事業利用・ボランティア活動を充実させていきます
６　長期住所不明組合員の訪問調査に取り組みます

2019年度 経営活動 方針

１　憲法、平和、社会保障、いのちとくらしを守る運動を進めます。
２　健康づくりをとおしてくらしとまちづくりを推進します。
３　医療福祉生協の「総合力」を活かした地域包括ケアを推進します。
４　医師確保・養成を成功させ、経営幹部を育成します。
５　復興・被災地支援を続けます。

重点課題

１　�介護事業の経営改革の一環として、現在の「健生介護センター
虹」の機能を再編し、「小規模多機能型居宅介護施設（看多機）」
を設置します。

２　�看多機は医療ニーズの高い高齢者の在宅生活を支えるため、訪
問看護、訪問介護、通所サービス、宿泊サービスが一つの事業
所で一体的に受けられる介護サービスです。医療依存度の高い
方や介護の必要な方の、在宅療養生活や緩和ケアを支援します。

３　�2020年４月開設を目指し、改修工事を行います。改修工事の
概算見積額は約３千万円です。

看護小規模多機能型居宅介護施設の開設
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主
な
総
代
の
発
言
と
回
答
の
要
旨

森
岡
　
陽
子 

総
代
（
大
成
支
部
）

ご
発
言 
《
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
》
昨
年
度
の
健
康
チ
ャ
レ

ン
ジ
は
、
目
標
を
は
る
か
に

上
回
る
参
加
者
が
あ
り
ま
し

た
。
各
小
学
校
や
事
業
所
を
支
部
組
合
員
の
方

が
ま
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
成
果
で
す
。
お
子
さ

ん
の
感
想
で
は
、
早
起
き
が
苦
で
な
く
な
っ

た
、
ゲ
ー
ム
の
時
間
が
少
な
く
な
っ
た
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
効
果
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
残

念
な
こ
と
に
組
合
員
、
職
員
の
参
加
が
ま
だ
ま

だ
少
な
い
の
で
す
。
こ
れ
は
誰
の
た
め
で
も
な

く
自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
で
す
。
生
活
習

慣
病
を
無
く
さ
な
い
こ
と
に
は
「
短
命
県
返

上
」
は
で
き
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
と
も
全
組
合
員
、

全
職
員
に
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
参
加
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

浅
利
　
直
志 

総
代
（
常
盤
支
部
）

ご
発
言 

《
監
査
報
告
、
介

護
事
業
の
将
来
、
総
代
会
の

位
置
付
け
》
監
査
報
告
の
な

か
に
は
説
明
を
求
め
た
、
と

あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
何
か
。
介
護
事
業
の
将

来
展
望
に
つ
い
て
。
総
代
会
の
定
款
に
お
け
る

位
置
付
け
に
つ
い
て
。

回
　
答 

監
査
報
告
に
つ
い
て
は
、
監
事
５
人

が
必
要
に
応
じ
て
各
事
業
所
な
ど
に
も
説
明
を

求
め
、
監
査
報
告
書
を
理
事
会
に
提
出
し
て
お

り
ま
す
。

　
介
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
２
０
０
０
年
に
始

ま
っ
た
介
護
保
険
制
度
は
開
始
２
年
で
抑
制
政

策
と
な
り
、
軽
症
の
人
は
総
合
事
業
へ
、
重
症

者
を
中
心
に
す
る
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
津

軽
保
健
生
協
も
重
症
者
中
心
の
「
看
護
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
」
に
シ
フ
ト
す
る
方
向
に

な
り
ま
し
た
。
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
社
会
保

障
を
守
る
運
動
と
し
て
取
り
組
み
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

　
総
代
会
の
位
置
付
け
は
、
定
款
で
は
総
代
会

の
設
置
お
よ
び
総
代
会
の
議
決
事
項
と
し
て
定

款
の
変
更
、
規
約
の
設
定
、
予
算
お
よ
び
事
業

計
画
の
設
定
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

三
ヶ
田
　
謙 

総
代
（
河
西
支
部
）

ご
発
言 

《
藤
代
健
生
病
院

の
将
来
像
》
今
後
ど
の
よ
う

な
方
針
な
の
か
。

回
　
答 

第
四
次
長
計
で
は

建
設
費
の
高
騰
も
あ
り
、
健
生
病
院
・
健
生
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
み
の
新
築
移
転
を
位
置
付
け
ま
し

た
。
借
入
金
の
返
済
お
よ
び
経
営
改
革
を
進

め
、
第
五
次
長
計
に
お
い
て
藤
代
健
生
病
院
の

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
移
転
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

宇
野
　
俊
衛 

総
代
（
黒
石
支
部
）

ご
発
言 

当
期
未
処
理
損
失

金
の
内
訳
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

回
　
答 

２
０
１
７
年
度
の

累
積
欠
損
が
４・
８
億
円
、
今
期
剰
余
金
が
△

５・３
億
円
と
な
っ
た
た
め
、
10・１
億
円
を
損

失
処
理
し
ま
し
た
。

佐
藤
ケ
イ
子 

総
代
（
黒
石
支
部
）

ご
発
言 

当
期
未
処
理
損
失

金
に
は
、
銀
行
か
ら
の
借
り

入
れ
金
を
含
む
の
で
し
ょ
う

か
。

回
　
答 

銀
行
か
ら
の
長
期
借
入
金
は
86・
１

億
円
で
あ
り
、
当
期
未
処
理
損
失
金
に
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。

外
崎
　
文
夫 

名
誉
役
員

ご
発
言 

《
監
査
の
方
法
、

患
者
か
ら
の
未
収
金
問
題
》

昨
年
の
会
計
監
査
報
告
で
は

未
収
金
を
大
き
な
問
題
点
と

し
て
指
摘
し
て
お
り
、
総
代
会
で
も
報
告
、
議

論
を
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。　

回
　
答 

医
療
・
介
護
現
場
で
は
診
療
を
断
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
未
収
金
発
生
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
理
事
の
職
務
執
行
に
つ

い
て
不
正
お
よ
び
定
款
違
反
な
ど
の
事
実
が
な

い
こ
と
か
ら
議
案
書
の
監
査
報
告
と
な
っ
て
い

ま
す
。
未
収
金
を
含
め
会
計
監
査
の
指
摘
事
項

に
つ
い
て
は
現
在
対
応
中
で
す
が
、
今
後
と
も

指
摘
に
そ
っ
て
一
歩
一
歩
改
善
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

西
崎
　
昭
吉 

総
代
（
尾
上
支
部
）

ご
発
言 

《
医
療
生
協
の
人

づ
く
り
お
よ
び
労
働
組
合
と

の
関
係
》
人
づ
く
り
お
よ
び

労
働
組
合
と
の
関
係
づ
く
り

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
敵

対
・
対
立
的
な
関
係
は
良
く
な
い
の
で
は
な
い

か
。

回
　
答 
生
協
の
人
づ
く
り
に
つ
い
て
は
生
協

運
動
へ
の
確
信
、
人
間
性
を
育
て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
労
働
組
合
と
の
関
係
で
は

立
場
が
異
な
る
場
面
も
あ
り
ま
す
が
、
敵
対
し

て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
は
平

和
・
社
会
保
障
を
守
る
運
動
な
ど
で
協
力
関
係

に
あ
り
、
今
後
と
も
一
緒
に
運
動
を
進
め
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

浅
利
　
直
志 

総
代
（
常
盤
支
部
）

ご
発
言 

《
支
部
活
動
を
元
気
に
す
る
方
策
は
》

支
部
活
動
を
元
気
に
す
る
、
継
承
し
て
い
く
と

い
う
点
で
、
モ
デ
ル
に
な
る
と
こ
ろ
を
研
修
す

る
な
ど
の
計
画
、
対
策
は
あ
り
ま
す
か
。

回
　
答 

今
後
支
部
活
動
を
元
気
に
し
て
い
く

た
め
、
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
法
人
・
支
部
へ

の
研
修
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
す
。

太
田
　
正
幸 

名
誉
役
員

ご
発
言 

《
平
和
運
動
の
取

り
組
み
》
地
域
の
平
和
運
動

な
ど
で
生
協
職
員
の
参
加
が

少
な
い
。
地
域
の
平
和
運
動

を
津
軽
保
健
生
協
と
し
て
き
ち
ん
と
位
置
付
け

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

回
　
答 

地
域
と
の
共
闘
は
本
当
に
大
事
な
課

題
で
す
。
３
０
０
０
万
署
名
、
沖
縄
辺
野
古
の

基
地
反
対
な
ど
の
運
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
地
域
と
の
共
闘
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を

率
直
に
反
省
し
、
今
後
位
置
付
け
て
い
き
ま
す
。

亀
川
　
富
雄 

総
代
（
深
浦
・
岩
崎
支
部
）

ご
発
言 

《
医
療
過
疎
の
岩

崎
地
区
の
組
合
員
の
処
遇

は
》
深
浦
か
ら
20
キ
ロ
離
れ

た
岩
崎
地
区
に
は
組
合
員
バ

ス
も
来
ま
せ
ん
。
出
資
金
は
相
当
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
組
合
員
を
こ
う
い
う
風
に
大
事
に
す
る

と
い
う
具
体
的
な
対
策
を
聞
き
た
い
で
す
。

回
　
答 

本
来
で
あ
れ
ば
医
師
派
遣
が
で
き
れ

ば
い
い
の
で
す
が
、
現
状
が
そ
こ
ま
で
い
っ
て

い
ま
せ
ん
。
組
合
員
バ
ス
が
鰺
ヶ
沢
ま
で
は

行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
ど
う
や
っ
て
接

合
す
る
か
、
今
後
も
う
少
し
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

齊
藤
　
正
俊 

総
代
（
四
中
り
ん
ご
支
部
）

ご
発
言 

《
救
急
車
の
受
け

入
れ
》
年
２
５
０
０
件
の
救

急
車
受
け
入
れ
目
標
は
、
医

師
の
健
康
に
影
響
し
な
い
の

か
心
配
で
す
。

回
　
答 

日
中
は
Ｅ
Ｒ
医
師
４
名
が
担
当
し
、

夜
間
は
Ｅ
Ｒ
医
師
お
よ
び
各
科
医
師
が
交
代
で

対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
生
病
院
各
科
が

救
急
医
療
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
今

第
１
号
議
案

後
と
も
地
域
住
民
・
組
合
員
の
た
め
に
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
発
言 

浅
利
　
直
志 

総
代
（
常
盤
支
部
）

《
常
勤
理
事
の
こ
と
、
役
員
報
酬
の
内
訳
》
役

員
報
酬
１
・
１
億
円
の
内
訳
を
明
確
に
し
て
ほ

し
い
。

回
　
答 

役
員
報
酬
の
内
訳
は
、
医
師
で
あ
る

理
事
長
１
名
、
副
理
事
長
３
名
、
専
務
理
事
１

名
、
常
務
理
事
１
名
の
計
６
名
分
の
報
酬
と
し

て
約
１
億
円
以
内
、
使
用
人
兼
務
役
員
６
名
分

及
び
非
常
勤
理
事
30
名
の
理
事
報
酬
と
し
て
８

８
０
万
円
以
内
、
監
事
５
名
の
報
酬
と
し
て
１

２
０
万
円
以
内
の
合
わ
せ
て
１
・
１
億
円
の
提

案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案
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まちかど健康チェック
月　日 支 部 名 時　間 実施場所

7月 6日㈯ 尾上支部 10：00～ 11：30 さとちょう尾上店

7月 7日㈰ 五中支部 10：00～ 11：30 いとくアルカディア店

7月11日㈭ 10：00～ 11：30 ハローワーク黒石

7月12日㈮ 四中りんご支部 15：00～ 16：30 さとちょう大原店

7月13日㈯ 和徳支部 8：00～ 9：00 弘前調剤センター前駐車場

7月13日㈯ 板柳支部 13：30～ 15：00 いとく板柳店

7月17日㈬ 浪岡支部 11：00～ 12：00 いとく浪岡店

7月18日㈭ 10：00～11：30 ハローワーク弘前

7月19日㈮ 北東支部 15：00～16：30 さとちょう堅田店

7月20日㈯ 平賀支部 13：30～ 15：00 マックスバリュ平賀店

7月20日㈯ 黒石支部 10：00～ 12：00 コープあおもり黒石店舗内

7月20日㈯ 黒石支部 10：00～ 12：00 メガドラッグ黒石店前

7月20日㈯ 浪岡支部 13：30～ 15：00 ザ・ビッグ浪岡店

7月21日㈰ 西北健康まつり 12：30～ 15：00 ハーモニー未来館

7月22日㈪ 東中支部 14：00～ 17：00 高田公園

月　日 支 部 名 時　間 実施場所

7月24日㈬ 南 中 央 15：00～ 16：30 コープ松原店

7月24日㈬ 四中さくら支部 15：00～ 16：30 ハッピードラッグ桔梗野店

7月28日㈰ 南石川支部 10：00～ 11：30 石川小学校（雨天時小金崎研修センター）

7月28日㈰ 藤崎支部 10：00～ 11：30 小畑神社

7月30日㈫ 北 支 部 10：00～ 11：30 さとちょう高杉店

7月30日㈫ 三大支部 10：00～ 11：30 マックスバリュ安原店

7月30日㈫ 大鰐・碇ヶ関支部 15：00～ 16：30 マックスバリュ新おおわに店

8月 3日㈯ 相馬支部 13：30～ 15：00 さとちょう相馬店

8月 5日㈪ 岩木支部 10：00～ 12：00 さとちょう岩木店

8月 6日㈫ 下町支部 15：00～ 16：30 イオンタウン弘前樋ノ口店フードコート

8月 8日㈭ 南 支 部 15：00～ 16：30 ベニーマート松原店

8月11日㈰ 時敏支部 9：30～13：00 社会福祉センター

8月18日㈰ 目屋支部 10：00～ 11：30 ビーチにしめや

8月30日㈮ 文京支部 10：00～ 11：30 コープ西弘店

2019年度
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日
本
経
済
失
速
の
無
謀
な
政
策

　
安
倍
首
相
は
統
計
数
値
に

よ
る
賃
金
の
上
昇
を
景
気
回

復
の
根
拠
と
し
て
消
費
税
の

10
％
へ
の
引
き
上
げ
を
決
定

し
ま
し
た
が
、
そ
の
前
提
が

完
全
に
崩
れ
去
り
ま
し
た
。

内
閣
府
が
１
～
３
月
期
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
が
前

る
無
謀
な
政
策
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

低
所
得
家
庭
を
直
撃

　
そ
も
そ
も
消
費
税
は
、
高

所
得
者
が
得
を
し
、
低
所
得

者
が
損
を
す
る
逆
進
性
の
強

い
税
で
す
。
貧
困
と
格
差
が

著
し
く
増
大
し
て
い
る
日
本

に
お
い
て
消
費
税
10
％
へ
の

増
税
は
、
国
民
の
家
計
、
と

く
に
低
所
得
家
庭
を
直
撃
し

ま
す
。
ま
た
、
複
数
税
率
の

導
入
で
は
、
整
理
の
た
め
の

事
務
作
業
が
膨
大
と
な
り
、

期
比
０
・
５
％
増
加
と
発
表

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
数
字

の
ト
リ
ッ
ク
で
あ
り
、
日
本

経
済
は
悪
化
し
て
い
ま
す
。

個
人
消
費
も
設
備
投
資
も
マ

イ
ナ
ス
の
状
況
で
あ
り
、
米

中
貿
易
戦
争
等
に
よ
り
世
界

経
済
が
減
速
に
向
か
っ
て
い

る
中
、
増
税
を
強
行
す
る
こ

と
は
日
本
経
済
を
失
速
さ
せ

事
務
経
費
が

発
生
し
ま
す
。

消
費
税
10
％

へ
の
増
税
は
、

高
額
な
医
療

機
器
や
薬
品

を
購
入
す
る

医
療
機
関
や

薬
局
の
経
営
に
も
大
き
く
影

響
し
ま
す
。
共
同
通
信
社
は

じ
め
世
論
調
査
で
は
増
税
反

対
が
賛
成
を
大
き
く
上
回
っ

て
お
り
、
10
％
へ
の
増
税
を

止
め
ら
れ
る
可
能
性
は
十
分

に
あ
り
ま
す
。

　
特
に
７
月
の
参
議
院
選
挙

で
の
１
票
が
増
税
を
阻
止
す

る
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

参
議
院
選
挙
含
め
て
粘
り
強

く
消
費
税
増
税
反
対
運
動
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

表彰される代表者

消
費
税
10
％
増
税
を

�

中
止
に
追
い
込
も
う

専
務
・
三
浦
良
成

表
彰
の
部
一
覧

１
．
⑴
班
会
開
催
の
部

❶
３
年
連
続
指
標
班
と
し
て

班
会
を
開
催
し
た
班
の
部

　
文
京
支
部
：
文
京
班

　
東
中
支
部
：
ほ
ほ
え
み
班 

　
　
　
　
　
　

あ
か
り
班

　
南
石
川
支
部
：
乳
井
班

　
平
賀
支
部
：
桔
梗
班

❷
５
年
連
続
指
標
班
と
し
て

班
会
を
開
催
し
た
班
の
部

　
時
敏
支
部
：
じ
ゃ
が
い
も
班

　
大
成
支
部
：
ゴ
ー
ル
ド
班

　
南
石
川
支
部
：
石
川

　
　
　
　
　
　
　

コ
ス
モ
ス
班

　
常
盤
支
部
：
ひ
よ
こ
班

　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
班

　

五
所
川
原
支
部
：
コ
ス
モ
ス
班

指
標
班
と
は

⑵
特
別
表
彰
の
部

❶
四
課
題
を
達
成
し
た
支
部

の
部

　

該
当
支
部
な
し

❷
新
聞
配
布
者
を
10
名
以
上

増
や
し
た
支
部
の
部

　

和
徳
支
部

①
班
長
が
選
出
さ
れ
て
い
る

②
機
関
紙
が
配
布
さ
れ
て
い
る

③
年
３
回
以
上
班
会
を
ひ
ら

い
て
い
る

④
全
国
四
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
る

　
北
東
支
部
：
阿
保　

サ
ナ
（
故
人
）

　
　
　
　
　
　

櫻
庭　

省
子

　
　
　
　
　
　

加
藤　

セ
ツ

　
河
西
支
部
：
下
山
ミ
ツ
エ

　
　
　
　
　
　

田
中　

洋
子

　
　
　
　
　
　

今
泉　

力
（
故
人
）

　
大
成
支
部
：
柴
田　

恵
子

　
　
　
　
　
　

中
村　

大
介

　
　
　
　
　
　

中
村
智
恵
美

　
　
　
　
　
　

中
村　

廣
子

　
　
　
　
　
　

藤
森　

英
恵

　
三
大
支
部
：
柴
田　

文
男

　
　
　
　
　
　

新
田　

幸
子
（
故
人
）

　
四
中
り
ん
ご
支
部
：
成
田　

兼
弘

　
東
中
支
部
：
葛
西　

博

　
南
支
部
：
福
原　

秋
雄
（
故
人
）

　
　
　
　
　
　

工
藤　

智
美

　
　
　
　
　
　

八
木
澤
こ
と
ゑ

　
黒
石
支
部
：
工
藤　

チ
ヤ
（
故
人
）

　
尾
上
支
部
：
中
村　

徳
造
（
故
人
）

　
　
　
　
　
　

広
田　

靖
徳
（
故
人
）

　
　
　
　
　
　

樋
口
ハ
ナ
エ
（
故
人
）

２
．
生
協
活
動
に
貢
献
し
た
総
代
・
支
部
役
員
・
担
い
手
で
第
一
線
か
ら
退
い
た
組
合
員
の
部

　
　
　
　
　
　

白
戸　

キ
ミ

　
　
　
　
　
　

小
田
切
由
美
子

　
平
賀
支
部
：
工
藤　

久
子
（
故
人
）

　
大
鰐
碇
ヶ
関
支
部
：
伊
藤　

チ
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
利
あ
き
子

　
浪
岡
支
部
：
佐
々
木
由
紀
子

　
常
盤
支
部
：
佐
々
木
フ
サ
子
（
故
人
）

　
藤
崎
支
部
：
村
上　

一
彦
（
故
人
）

　
　
　
　
　
　

新
谷
長
右
エ
門
（
故
人
）

　
　
　
　
　
　

伊
藤　

勝
美
（
故
人
）

　
板
柳
支
部
：
三
浦
さ
つ
よ
（
故
人
）

　
鶴
田
支
部
：
石
村　

孝
憲
（
故
人
）

　
五
所
川
原
支
部
：
石
岡　

昭
子

　
金
木
支
部
：
内
海　

明

　
　
　
　
　
　

山
形　

玲
子

　
　
　
　
　
　

秋
元　

文
治

　
中
里
支
部
：
石
川　

良
市
（
故
人
）

　
　
　
　
　
　

成
田　

興
保
（
故
人
）

　
市
浦
支
部
：
工
藤　

陽
子

　
　
　
　
　
　

米
谷　

由
一
（
故
人
）

　

木
造
新
田
支
部
：
三
浦　

洋
子

　
　
　
　
　
　
　
　

山
谷　

正
市
（
故
人
）

（
敬
称
略
）

第
33
回
　
西
北
健
康
ま
つ
り

会
場　

ハ
ー
モ
ニ
ー
未
来
館
（
つ
が
る
市
柏
）

日
時　

７
月
21
日　

日
曜
日　

９
時
30
分
～

参
加
協
力
券　

１
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
抽
選
券
・
記
念
タ
オ
ル
付
）

�

整
形
外
科
医
　
相
馬
　
裕

�

（
健
生
病
院
副
院
長
）

　
五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
　
三
味
線
部

「
健
生
病
院
の
整
形
外
科
治
療
」

�

～
骨
折
と
腰
痛
・
膝
痛
に
つ
い
て
～

主催　津軽保健生活協同組合・西北健康まつり実行委員会
後援　つがる市・五所川原市
　　　板柳町・鶴田町・中泊町・鯵ケ沢町・深浦町
協賛　つがる市社会福祉協議会・つがる市商工会
　　　JAつがるにしきた・ファルマ 一ツ谷薬局・コープあおもり

各支部役員または、
健生五所川原診療所
☎ 0173-35-2542

お問い合わせ

記
念
講
演

特
別
演
奏
会

津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合

オープニング　　　　　　9：30～
健康の達人表彰式　　　10：15～
記念講演　　　　　　　10：40～
大抽選会　　　　　　　11：50～
特別演奏会　　　　　　12：30～
各支部選抜　演芸大会　13：00～
よさこいソーラン　　　15：00～

健康コーナー（無料）
出店コーナー（多数）
喫茶コーナー
平和コーナー　など



モバイル版
ホームページ

http://www.kensei-hp.jp

健
生
病
院

ク
リ
ニ
ッ
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
0172-55-7717

藤代健生病院
0172-36-5181

健生クリニック
0172-55-7707

津 軽 医 院
0172-62-3101

健生五所川原診療所
0173-35-2542

健生黒石診療所
0172-53-3015

生 協 本 部
0172-33-7515

組合員センター
0172-35-8933

事業所案内は
７−２面です

http://www.kensei-hp.jp/
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リハビリテーション科　ご活用ください
連携して回復、自宅復帰をめざす

療法士など 91名

　健生病院のリハビリテーション（リハ）科
は、2004 年の回復期リハ病棟開設を契機に、
質量ともに大幅な充実がはかられました。
2018 年 12 月現在で、健生病院所属の療法士
は 89 名（理学療法士 34 名 作業療法士 38 名 
言語聴覚士 17 名）で、更に、歯科衛生士 2 名
がリハ科に所属し、連携して働いています。
　発達障害や脳性麻痺の小児から、脳卒中、
骨折の術後や肺炎後の廃用症候群（急性期の
安静臥床により身体機能が低下した状態）の
高齢者まで、様々な年齢層、様々な疾患の患
者を対象に、ハイケアユニットに入室した集
中治療中の患者から、回復期、そして生活期
の通院、訪問リハまで幅広い病期にわたって
リハを実施しています。

365日、リハビリを実施

　入院すると、病気の治療と並行して、遅く
ても翌日からリハが開始され、全身状態が許
せば、土日も含めて 1 年間 365 日リハビリを
実施しています。
　入院期間休みなくリハを行うことの有用性、
安全性については慈恵医科大学のグループが
アメリカリハ医学会誌に 2016 年に報告して
います。3072 名の脳卒中患者について、週 7
日リハを行った群と、週 5 ないし 6 日を行っ
た群を比較すると、週 7 日リハを行った群で
回復良好な患者が多い傾向にありました。一
方で、死亡数には差はありませんでした。
　リハ（＝運動）を効果的かつ安全に行うた
めには、栄養の視点が重要です。健生病院で
は、入院患者の栄養状態を評価し、病院食の
みでは摂取栄養が不足している場合には、適
切な栄養補助食品を提供するようにしていま
す。

栄養管理にも配慮

　コーネル大学のグループによる 2009 年の
アメリカ神経学会誌への報告によれば、入院
リハを行った栄養状態の悪い脳卒中患者 116
名を、通常の栄養管理を行う群と、集中的な
栄養介入を行い高カロリー、高蛋白質の補助

食を追加提供する群を比較すると、後者で機
能回復が良好で自宅復帰率が向上していまし
た。
　多くの合併症をかかえた患者に対して、今
後も安全で適切なリハビリを実施できるよう
努力していきたいと考えています。
� （副院長　安田　肇）

４
ヵ
月
健
診
の
あ
か
ち
ゃ
ん
た
ち
で
す

對馬　千穂さん・乙
おと

ちゃん
元気に育ってネ！

岩渕　佳苗さん・叶
と あ

空ちゃん
元気に育ってね！

石川　真妃さん・彩
い ろ は

葉ちゃん
元気に生まれてきてくれて

ありがとう

工藤あゆみさん・望
の あ

朱ちゃん
優しい子に育ってね♡

金子　彩乃さん・琥
こ は く

珀ちゃん
元気にすくすく育ってね♡

チャンティ　テウイオアンさん
・藤本　唯

ゆい

ちゃん

心身ともに健康で！

花田　聡子さん・類
る い

檎ちゃん
健康で楽しくすごしてね。

對馬　悠さん・冴
こ う

侑ちゃん
いっぱい運動して、
大きくなーれ。

齋藤奈菜子さん・優
ゆ あ

杏ちゃん
元気にすくすく育ってね！

鈴木　美穂さん・昂
こ う あ

大ちゃん
ますます大きくなーれっ！！

福島　佑美さん・廉
れ ん と

人ちゃん
産まれてきてくれて
ありがとう！！

　
６
月
８
日
、
弘
前
市
石
渡

の
や
す
ら
ぎ
温
泉
で
、
２
０

１
９
年
度
木
造
新
田
支
部
総

会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
農

作
業
を
ひ
と
休
み
し

て
、
支
部
か
ら
38
名

と
２
名
の
職
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
山
口
久
支
部
長
の

あ
い
さ
つ
、
次
に
八

島
組
織
部
長
か
ら
津

軽
保
健
生
協
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
度
の
活

動
の
ま
と
め
と
会

計
報
告
、
２
０
１

９
年
度
の
活
動
方

今
後
の
活
動
を
活
発
に
！

 

木
造
新
田
支
部

歩行訓練の前にまず筋肉をリラックス 回復期リハ病棟の医師

機能回復に向けて着々と

支
部
総
会

６
／
８

針
、
予
算
案
、
役
員
体
勢

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
活
動
の
重
点
と
し
て
出
前

講
座
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
養
成
、
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
取
り
組
み
、
西
北
健
康
ま

つ
り
の
成
功
に
向
け
て
意
見

が
出
ま
し
た
。

　
そ
の
後
「
健
診
結
果
の
数

値
の
見
方
に
つ
い
て
」
を
学

習
。
新
加
入
２
名
、
４
名
か

ら
増
資
が
あ
り
、
健
康
新
聞

手
配
り
者
が
１
名
増
え
ま
し

た
。

　
今
後
の
木
造
新
田
支
部
の

活
動
を
活
発
に
し
よ
う
と
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

�

（
組
織
部
・
繁
田
勇
）



（0172）32－1171
（0173）35－2542
（0172）35－7611
（0172）62－8811
（0172）31－2731

健生介護
　　　センター

訪問看護
ステーション

地域活動
支援センター

健生訪問看護
ステーション

健生訪問看護
ステーション

精神障害者
福祉ホームＢ型

健生訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
ステーション

弘　　　前
第 一 地 域

訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
センター

通所リハビリすこやか
居宅介護支援事業

健　生　病　院
健生五所川原診療所

虹　
なみおか
ぴ あす

藤代健生病院
健生黒石診療所

たまち
ちとせ
ガーベラタウン

　健生クリニック
健生平賀診療所

たまち石川支所
あじさい
包括支援センター

津　軽　医　院

ふじしろ
かけはし

健生弘前ホームあじさい

（0172）36－5181
（0172）53－3015
（0172）36－8833
（0172）53－6587
（0172）32－8004

（0172）33－2021
（0172）44－1301
（0172）92－2220
（017２）3１－１０５０
（0172）3１－１２０３

（0172）62－3101
（0172）38－3295
（0172）36－5581
（0172）39－7339
（0172）31－1855 生

協
本
部

（0
17
2）3
3－
75
15

組
合
員
セ
ン
タ
ー

（0
17
2）3
5－
89
33

モ
バ
イ
ル
版

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
クリニックホームページ
http://www.kensei-hp.jp

健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-84-2787

健生訪問看護ステーション
た ま ち
0172-36-8833

訪問看護ステーション
たまち・ふじしろ支所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

健生ヘルパーセンター
か け は し
0172-39-7339

宿泊型自立訓練事業所
ガーベラタウン
0172-32-8004

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

院 所案内は
５−４面です

2019年７月１日（月）　第683号 （6）健　　　康

　
５
月
19
日
、
青
森
市
眺
望

山
自
然
休
養
林
で
「
第
19
回

生
協
ふ
れ
あ
い
の
森
植
樹
祭
」

が
開
催
さ
れ
、
県
内
よ
り
約

80
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
生
協
ふ
れ
あ
い
の
森
」は
、

青
森
森
林
管
理
署
と
青
森
県

生
活
協
同
組
合
連
合
会
（
以

下
県
生
協
連
）
が
２
０
０
１

年
に
協
定
を
締
結
し
、
県
内

２
ヵ
所（
眺
望
山
、
仙
人
平
）

に
「
生
協
ふ
れ
あ
い
の
森
」

を
つ
く
り
ま
し
た
。
県
生
協

連
で
は
、
毎
年
５
～
６
月
に

森
林
管
理
署
の
ご
協
力
の
も

と
植
樹
祭
を
開
催
。
こ
の
18

年
間
で
３
０
８
０
名
が
参
加

し
、
７
０
３
０
本
の
ヒ
バ
を

植
樹
し
て
い
ま
す
。

　
子
供
連
れ
の
参
加
が
多
く
、

今
年
も
200
本
を
植
樹

第
19
回
「
生
協
ふ
れ
あ
い
の
森
」
植
樹
祭

　
津
軽
医
院
で
は
地
域
の
い

の
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
、

外
来
の
他
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、
老
人
保
健
施

設
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

を
運
営
し
、
53
名
の
ス
タ
ッ

フ
が
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
津
軽
医
院
は
、

１
９
３
１
年
か
ら
津
軽
資
生

療
院
（
現
在
の
弘
前
市
立
病

院
）
の
浪
岡
分
院
と
し
て
地

域
医
療
に
貢
献
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
は
津
軽
医
療
生

活
協
同
組
合
を
設
立
し
、「
津

軽
病
院
」
と
し
て
民
医
連
に

加
盟
し
ま
し
た
。
そ
し
て
１

９
９
０
年
津
軽
保
健
生
活
協

同
組
合
と
合
併
し
、
津
軽
保

健
生
活
協
同
組
合
津
軽
医
院

と
し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

歴
史
が
古
く
、
地
域
と
の
か

か
わ
り
が
と
て
も
深
い
の
が

当
院
の
強
み
で
す
。
浪
岡
支

部
の
組
合
員
さ
ん
と
協
同
で

様
々
な
健
康
づ
く
り
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
健
康
づ
く
り
活
動
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
毎
月
第
３
水
曜

日
に
い
と
く
浪
岡
店
で
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。

血
圧
・
体
脂
肪
測
定
・
生
活

習
慣
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
を
も

と
に
、
健
康
に
関
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
、
健
康
に
不

安
が
あ
る
方
に
は
津
軽
医
院

の
受
診
や
健
診
を
勧
め
て
い

ま
す
。
支
部
の
方
々
の
積
極

的
な
呼
び
か
け
で
毎
回
盛
り

上
が
り
を
見
せ
、
地
域
で
も

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
定

例
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

近
く
ま
で
来
ら
れ
た
方
は
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

津
軽
医
院
大
会
開
催

　
５
月
29
日
、
津
軽
医
院
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。23
名

の
職
員
及
び
本
部
の
田
中
常

務
が
参
加
し
ま
し
た
。
石
森

院
長
よ
り
民
医
連
に
加
盟
す

る
病
院
の
あ
り
方
や
職
員
と

し
て
の
心
構
え
、

田
中
常
務
か
ら
津

軽
保
健
全
体
の
経

営
状
況
の
報
告
の

他
、
格
差
と
貧
困

の
な
い
、
本
当
の

意
味
で
の「
平
和
」

な
社
会
を
作
る
た

め
、
全
職
員
が
目

的
意
識
を
持
ち
取

り
組
む
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
い
う

お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
民

医
連
綱
領
と
歴
史

に
つ
い
て
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
学
習
会
を
行
い

ま
し
た
。
職
員
全
員
が
真
剣

に
聞
き
入
っ
て
い
る
光
景
が

印
象
的
で
し
た
。

　
大
会
の
後
半
で
は
、
津
軽

医
院
全
体
及
び
各
職
場
・
委

員
会
の
ま
と
め
と
方
針
の
発

表
が
あ
り
、
そ
の
後
活
発
な

質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
２
０
１
９
年
の
事
業

活
動
の
柱
に
向
か
っ
て
一
致

団
結
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

　
真
剣
さ
と
盛
り
上
が
り
を

持
ち
合
わ
せ
た
有
意
義
な
津

軽
医
院
大
会
と
な
り
ま
し

た
。（

事
務
長
・
兵
藤
尚
子
）

　
◆
病
気
や
腰
痛

な
ど
で
動
け
な
い

時
の
家
事
援
助

や
、
産
前
産
後
の

お
手
伝
い
、
病
院

の
付
き
添
い
な

ど
、
ち
ょ
っ
と
困

っ
た
と
き
、
組
合

員
ど
う
し
〝
お
互

い
さ
ま
〟
の
気
持

ち
で
助
け
あ
え
た

ら
…
こ
ん
な
思
い

を
形
に
し
た
の
が

「
く
ら
し
の
た
す

け
あ
い
の
会
」
の

活
動
で
す
。

　
◆
今
か
ら
21
年

前
、
全
国
の
生
協
で
「
た
す

け
あ
い
の
会
」
の
活
動
が
広

が
る
な
か
、
青
森
県
内
の
生

協
は
県
生
協
連
の
も
と
に
協

同
で
会
を
発
足
さ
せ
ま
し

た
。
弘
前
・
黒
石
地
域
に
は

２
０
０
０
年
に
誕
生
し
ま
し

た
。

　
◆
援
助
を
必
要
と
す
る
人
、

援
助
す
る
人
双
方
が
会
員
に

な
り
、
活
動
は
有
償
で
行
わ

れ
ま
す
（
趣
旨
に
賛
同
し
て

協
力
す
る
賛
助
会
員
の
制
度

も
あ
り
、
い
ず
れ
も
年
会
費

は
一
口
１
，０
０
０
円
）。

　
◆
活
動
日
は
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午

前
10
時
～
午
後
５
時
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
。
１
時
間
当

た
り
５
０
０
円
（
庭
仕
事
と

時
間
外
は
６
０
０
円
）
の
活

動
費
と
交
通
費
実
費
が
利
用

１
９
３
１
年
か
ら
の
古
い
歴
史
を
持
ち

�

地
域
に
密
着
し
た
活
動

い
き
い
き

診
療
所�

津

軽

医

院

会
員
か
ら
支
払
わ
れ
ま

す
。
年
１
回
、
会
員
の

つ
ど
い
や
活
動
会
員
の

研
修
な
ど
も
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
◆
弘
前
・
黒
石
地
域

は
活
動
会
員
が
少
な
く
、

依
頼
が
入
っ
て
も
援
助

で
き
な
い
場
合
も
多
い

状
況
で
す
。「
ち
ょ
っ
と

自
由
に
な
る
時
間
、
誰

か
の
お
役
に
た
て
る
な

ら
…
」
そ
ん
な
方
は
、

是
非
活
動
会
員
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
地
域
事
務
局

（
電
話
０
９
０
│
８
７

８
０
│
３
２
２
５
）
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
青
森
県
生
協
連

�

事
務
長
・
三
浦
雅
子
）

　
２
０
１
９
年
５
月
６
日
に

北
海
道
礼
文
島
を
発
っ
た
２

０
１
９
国
民
平
和
大
行
進
の

参
加
者
が
、
６
月
２
日
に
青

森
に
到
着
し
、
五
所
川
原
・

浪
岡
・
黒
石
・
弘
前
と
引
き

継
ぎ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
６
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
約
90
名
の
参
加
者
が

弘
前
市
役
所
で
出
発
集
会
を

開
催
し
、
秋
田
矢
立
峠
ま
で

平
和
行
進
を
行
い
秋
田
へ
引

き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

今
年
の
北
海
道
─
東
京

（
日
本
海
）
コ
ー
ス
の
通
し

行
進
者
の
矢
部
常
次
さ
ん

困
っ
た
と
き
は
お
た
が
い
さ
ま
…

�

「
く
ら
し
の
た
す
け
あ
い
の
会
」

平
和
大
行
進

思
い
よ

届
け
！

青
森
県
生
協
連

コ
ー
プ
「
く
ら
し
の

�
た
す
け
あ
い
の
会
」

�
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

（
70
歳
）
が
元
気
よ
く
市
民

に
声
を
掛
け
な
が
ら
行
進
し

て
い
ま
し
た
。

　
津
軽
保
健
か
ら
は
38
名
が

参
加
し
、「
行
進
す
る
前
は

大
変
な
思
い
で
あ
っ
た
が
実

際
に
行
進
に
参
加
し
て
思
っ

た
よ
り
疲
れ
は
な
く
楽
し
か

っ
た
」、「
行
進
に
参
加
し
て

市
民
が
手
を
振
っ
て
応
え
た

こ
と
は
良
か
っ
た
。
今
後
は

平
和
行
進
の
運
動
を
も
っ
と

広
げ
て
い
き
た
い
」
な
ど
の

感
想
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

�

（
総
務
部
・
藤
田
伴
之
）

弘前・黒石地域会員　2019年度のつどい

津軽医院大会

６月５日　弘前での黒石からの引き継ぎ集会

２
０
０
本
あ
っ
た
苗
木
も
あ

っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
ま

し
た
。
森
林
と
私
た
ち
の
く

ら
し
と
の
身
近
な
関
わ
り
に

つ
い
て
や
環
境
保
全
、
リ
サ

イ
ク
ル
へ
の
意
識
を
少
し
で

も
持
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

し
た
。

�

（
組
織
部
・
金
枝
維
子
）
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（0172）32－1171
（0173）35－2542
（0172）35－7611
（0172）62－8811
（0172）31－2731

健生介護
　　　センター

訪問看護
ステーション

地域活動
支援センター

健生訪問看護
ステーション

健生訪問看護
ステーション

精神障害者
福祉ホームＢ型

健生訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
ステーション

弘　　　前
第 一 地 域

訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
センター

通所リハビリすこやか
居宅介護支援事業

健　生　病　院
健生五所川原診療所

虹　
なみおか
ぴ あす

藤代健生病院
健生黒石診療所

たまち
ちとせ
ガーベラタウン

　健生クリニック
健生平賀診療所

たまち石川支所
あじさい
包括支援センター

津　軽　医　院

ふじしろ
かけはし

健生弘前ホームあじさい

（0172）36－5181
（0172）53－3015
（0172）36－8833
（0172）53－6587
（0172）32－8004

（0172）33－2021
（0172）44－1301
（0172）92－2220
（017２）3１－１０５０
（0172）3１－１２０３

（0172）62－3101
（0172）38－3295
（0172）36－5581
（0172）39－7339
（0172）31－1855 生

協
本
部

（0
17
2）3
3－
75
15

組
合
員
セ
ン
タ
ー

（0
17
2）3
5－
89
33

モ
バ
イ
ル
版

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
クリニックホームページ
http://www.kensei-hp.jp

健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-84-2787

健生訪問看護ステーション
た ま ち
0172-36-8833

訪問看護ステーション
たまち・ふじしろ支所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

健生ヘルパーセンター
か け は し
0172-39-7339

宿泊型自立訓練事業所
ガーベラタウン
0172-32-8004

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

院 所案内は
５−４面です

第683号　2019年７月１日（月）（7） 健　　　康

　

毎
年
近
く
の
木
に
来
て
い
た
郭
公
が
、
今
年

は
遠
く
で
鳴
い
て
い
る
の
が
聞
こ
え
る

だ
け
で
寂
し
い
の
で
す
が
、
隣
の
ア
パ

ー
ト
の
排
気
口
に
雀
が
巣
を
作
り
、
子

育
て
真
っ
最
中
で
、
餌
を
ね
だ
る
ヒ
ナ

の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
私
も
庭
に

古
米
を
撒
い
て
、
子
育
て
応
援
し
て
い

ま
す
。

餌
ね
だ
る
ヒ
ナ
の
声

五
所
川
原
市　

年
金
ば
っ
ち
ゃ

　

義
母
が
転
ん
で
骨
を
折
り
、
整
形
外

科
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
親
切

な
対
応
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

親
切
な
対
応
に
感
謝

弘
前
市　

橋
本　

啓

　

勤
務
中
に
倒
れ
、
緊
急
入
院
に
。
内

視
鏡
で
“
出
血
性
胃
潰
瘍
”
で
し
た
。

９
日
と
い
う
“
超
短
期
間
”
で
退
院
に

な
り
ま
し
た
が
、“
胃
が
ん
”
の
可
能

性
が
あ
る
た
め
検
査
し
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
彼
女
が
い
る
ん
で
す
が
、
心
配

を
か
け
て
し
ま
い
、
何
と
し
て
も
完
治

せ
ね
ば
、
と
思
い
ま
し
た
。

思
い
も
よ
ら
ぬ
入
院
に

弘
前
市　

み
き
ち
ゃ
ん
ラ
ブ

　

ひ
ま
わ
り
の
種
を
た
く
さ
ん
撒
き
ま

し
た
。
大
き
く
、
い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ

い
咲
け
ば
い
い
ナ
ァ
～
！

咲
け
咲
け
、
ひ
ま
わ
り

弘
前
市　

福
間　

庸
子

　

弘
前
駅
10
時
集
合
！！　

１
０
０
円
バ
ス
で
新

緑
の
弘
前
公
園
へ
。
植
物
園
の
バ
ラ
の
香
り
に

包
ま
れ
、
若
菜
班
の
自
主
班
会
は
免
許
返
納
者

の
方
に
と
て
も
や
さ
し
い
企
画
で
し
た
。

バ
ラ
の
香
り

弘
前
市　

齊
藤
け
い
子

　
“
弘
前
市
の
あ
り
が
と
う
”
さ
ん
、
私
も
３

回
目
の
春
を
迎
え
、
大
好
き
な
夫
に
「
チ
ュ
ー
、

大
好
き
だ
よ
」
と
今
も
言
っ
て
い
ま
す
。
弘
前

市
の
あ
り
が
と
う
さ
ん
、
頑
張
っ
て
生
き
ま
し

ょ
う
ね
。

亡
夫
を
想
う
あ
な
た
へ

板
柳
町　

あ
り
が
と
う

　

最
近
の
自
然
災
害
の
多
さ
と
、
５
月
の
異
常

な
暑
さ
は
不
気
味
で
不
安
に
な
り
ま
す
。
温
暖

化
や
自
然
破
壊
に
も
っ
と
気
を
つ
け
る
よ
う
に

と
い
う
警
告
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

天
地
が
警
告
し
て
い
る
…

弘
前
市　

小
野
寺
妙
太
郎

　

健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
藤
代
健
生
病
院
に
そ
れ

ぞ
れ
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
と
く
に
、

藤
代
は
年
季
の
入
っ
た
建
物
に
も
か
か
わ
ら
ず
）

一
日
中
こ
ま
め
に
掃
除
さ
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う

な
、
と
ス
タ
ッ
フ
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

こ
ま
め
に
清
掃

黒
石
市　

佐
々
木
博

　

特
定
保
健
指
導
に
よ
り
、
万
歩
計
を
い
た
だ

き
、
毎
日
一
万
歩
を
目
標
に
し
て
歩
い
て
お
り

ま
す
。
体
重
も
少
し
ず
つ
減
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
頑
張
っ
て
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

目
標
は
一
万
歩

青
森
市　

山
内　

公
弥

　

今
年
は
母
の
日
と
私
の
誕
生
日
が
重
な
り
ま

し
た
。
娘
か
ら
今
年
も
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
が
届
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
一
句
。“
窓
ぎ
わ
の
小
さ
な

ホ
ホ
と
赤
い
紅　

今
日
も
元
気
明
日
も
笑
顔
”

母
の
日
と
誕
生
日弘

前
市　

相
馬　

昭
子

　

五
月
で
定
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
好

き
な
旅
行
や
川
柳
を
作
句
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
先
輩
の
須
郷
井
蛙
さ
ん
に
負
け
な
い
句
を
作

り
た
い
で
す
ね
。

楽
し
み
た
い
、
旅
行
・
川
柳

大
鰐
町　

香
田　

宏
司

　
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い

て
、「
待
っ
て
ま
し
た
！
」
と
い
う
気
持
ち
で

読
み
ま
し
た
。
マ
ス
ク
も
せ
ず
に
ゲ
ホ
ゲ
ホ
ッ

と
咳
し
て
る
人
、
よ
く
い
ま
す
よ
ね
～
。

咳
に
は
マ
ス
ク
だ
よ
～

弘
前
市　

ち
か
す
け

　

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
記
事
が
と
て
も
参
考
に
な

り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
エ
チ
ケ
ッ
ト

３
の
「
す
ぐ
に
蓋
付
き
の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
」

と
い
う
点
で
す
。
自
宅
の
ゴ
ミ
箱
の
形
を
点
検

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

蓋
付
き
の
ゴ
ミ
箱青

森
市　

砂
田　

貴
彦

　

畑
の
仕
事
が
だ
ん
だ
ん
ふ
え
新
鮮
野
菜
た
べ

る
の
が
楽
し
み
で
す
。

新
鮮
野
菜
が
楽
し
み

つ
が
る
市　

佐
々
木
む
つ
子

　

５
月
に
入
り
、
お
花
の
苗
を
買
い
、
次
々
と

鉢
に
植
え
ま
し
た
。
一
人
で
外
出
で
き
な
い
91

歳
の
祖
母
は
、
お
花
を
眺
め
、
毎
日
嬉

し
そ
う
で
す
。
か
れ
ん
な
お
花
に
感
謝

し
て
お
世
話
し
て
い
ま
す
。

鉢
植
え
と
祖
母

今
別
町　

あ
じ
さ
い

　

い
つ
も
班
会
で
楽
し
く
過
ご
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
令
和
元
年
、
初
め
て
支

部
の
運
営
委
員
と
し
て
会
議
に
参
加
。

議
案
・
活
動
方
針
・「
健
康
」
新
聞
仕

分
け
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
楽
し
み
の
陰
に
は

裏
方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
る
ん
で
す

ね
。
少
し
で
も
力
に
な
れ
た
ら
、
と
の

思
い
に
な
り
ま
し
た
。

支
部
の
運
営
に
参
加
し
て

弘
前
市　

秋
桜

　

ふ
た
り
の
方
が
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
こ
と

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
同
感
で
す
。
私
も
80

歳
を
越
え
た
の
で
、
い
つ
免
許
を
返
還
す
べ
き

か
と
悩
ん
で
い
る
の
で
す
。

「
読
者
サ
ロ
ン
」
で
運
転
の
こ
と

弘
前
市　

ア
ッ
プ
ル
お
ば
さ
ん

　
「
へ
ア
ー
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
を
読
み
ま
し
た
。

私
も
か
な
り
長
い
間
、
髪
を
長
く
伸
ば
し
て
い

た
が
、
あ
る
日
、
ふ
と
鬱
陶
し
さ
を
感
じ
て
束

ね
て
い
た
根
元
か
ら
バ
ッ
サ
リ
と
切
っ
た
。
か

な
り
心
地
よ
い
重
さ
と
分
量
で
あ
っ
た
。
捨
て

が
た
く
利
用
方
法
は
見
つ
か
ら
ず
、
針
刺
し
と

な
り
、
今
も
使
用
し
て
い
る
。

「
医
心
伝
心
」
を
読
ん
で

弘
前
市　

ひ
ま
わ
り

▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め

て
下
さ
い
。
二
重
の
枠
の
中
に
入
っ
た
文

字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉

に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、

「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」
や
、
日
頃
の
想

い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
ご
記
入
下
さ

い
。
お
た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
7
月
25
日
必
着
。
正
解
者
の
中
か

ら
10
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先　
〒
０
３
６

−

８
０
４
５

　
弘
前
市
野
田
２

−

２

−

１

　
津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

�

（
住
所
が
変
わ
り
ま
し
た
）

　
Ｅ
メ
ー
ル  kenkou

@
r66.7-d

j.com

（
弘　

前　

市
）　

石
岡
ア
キ
子

�

齊
藤
け
い
子

�

横
山
の
の
か

（
青　

森　

市
）　

大
澤
美
律
子

�

砂
田　

貴
彦

（
黒　

石　

市
）　

種
市
真
奈
美

（
平　

川　

市
）　

酒
井　

知
可

（
五
所
川
原
市
）　

森　

き
み
子

（
板　

柳　

町
）　

大
谷　

順
子

（
鶴　

田　

町
）　

田
中
き
よ
子

応
募
方
法

１
取
材
を
し
て
記
事
を
書
く

４
こ
れ
が
入
っ
て
い
る
リ
ン

ゴ
は
特
に
美
味
し
い

５
種
を
飛
ば
し
て
遊
ん
だ
人

も
多
い
の
で
は
？

６
隠
れ
た
名
店
を
知
っ
て
い

る
人
。
食
─
─

７
た
ま
に
は
い
い
じ
ゃ
な
い
。

自
分
へ
の
ご
─
─
─

２
空
気
が
な
い
状
態

３
海
の
ギ
ャ
ン
グ

４
こ
の
辺
で
は
津
軽
じ
ょ
ん

が
ら
節
が
有
名

５
芥
川
龍
之
介
や
太
宰
治
、

最
近
で
は
村
上
春
樹
も
同

じ
仲
間

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

1

5

6

2

7

4

3

《ヒント》
シーズン到来！

1

5

6

2

7

4

3

ケ

ラ
ツ
コ

シ
キ
ベ
ツ

キ

ン

カ

コ
ダ
カ
ラ

ゼ
リ
ー

シ

第
682
号
（
６
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解
「
ケ
ッ
コ
ン
シ
キ
＝
結
婚
式
」　

正
解
者
多
数
の
た
め
、
抽
選
で

次
の
10
名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

差
し
上
げ
ま
す
。　

（
敬
称
略
）

発行が遅れたため、締切を伸ばし
ます。そのため７月号の当選者の
発表は９月号に掲載します。

（5／20）

５
月
臨
時
理
事
会

【
報
告
事
項
】

◦�

役
員
報
酬
審
議
会
の
報
告

◦�

協
働
公
認
会
計
士
共
同
事
務
所
に
よ
る

２
０
１
８
年
度
決
算
所
見

◦�

青
森
県
民
医
連
網
領
学
習
会（
キ
ッ
ク
オ

フ
集
会
）の
ご
案
内

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕　

◦
２
０
１
９
年
度
役
員
報
酬
の
提
案 

◦
第
94
回
通
常
総
代
会
議
案
書（
案
）

【
報
告
事
項
】

◦�

専
門
委
員
会
報
告

◦�

４
月
度
の
月
次
仮
決
算
報
告

◦�

４
月
度
の
組
合
員
活
動
報
告

◦�

青
森
県
医
療
事
業
協
同
組
合
理
事
会
報
告

◦�

青
森
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
理
事
会
報

告（
第
７
回・第
８
回
）

◦�

た
す
け
あ
い
の
会
報
告

◦�

第
２
回
表
彰
選
考
委
員
会
報
告

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕　

◦�

第
94
回
通
常
総
代
会
で
の
組
合
員・班
等

の
表
彰
等
の
件

◦�

賃
金
規
程
の
改
定（
藤
代
健
生
病
院
の
責

任
夜
勤
手
当
）

◦�

第
94
回
通
常
総
代
会
議
案
書
の
承
認

《
休
診
の
お
知
ら
せ
》
８
月
１
日
㈭
は

津
軽
保
健
生
協
の
創
立
記
念
日
で
す
。

そ
の
た
め
病
院
・
診
療
所
は
休
診
い
た

し
ま
す
。
ま
た
８
月
13
日
㈫
・
14
日
㈬

は
お
盆
休
み
の
た
め
休
診
い
た
し
ま
す
。

５
月
定
例
理
事
会

（6／3）

７
／
21　

西
北
健
康
ま
つ
り
●
つ
が
る
市

�

　
ハ
ー
モ
ニ
ー
未
来
館

７
月
の
主
な
行
事
予
定
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楽しい お料理楽しい お料理

（8）健　　　康

◦弘前市唯一の機能強化型事業所として、24時

間365日対応をしています。

◦緊急時にもかかりつけ医と連携し、病状の観

察、緊急の処置などを行います。

◦支所が２ヵ所(弘前市藤代と黒石市ちとせ)あ

り、中弘南黒を広範囲に訪問します。

◦医療依存度の高い利用者様の訪問をしています。

◦精神科疾患や認知症を抱えた利用者様の訪問を

しています。

◦ターミナルケアや在宅看取りも数多く経験して

います。

◦訪問看護研修協力ステーションとして、多くの

学生や研修生を受け入れています。2018年度

は学生など120名の受け入れをしました。

たまち訪問件数 2018年度 2017年度
管理件数（月平均） 326件 320件
延べ訪問件数（年間） 19745件 18354 件

訪問看護のサービス内容
◦かかりつけ医師の指示に基づく医療処置

　血圧、体温、脈拍などの測定、病状の観察、痰

吸引など

　食事摂取や水分補給ができなくなった時の点滴

実施

◦在宅酸素療法や胃ろう・尿カテーテルなどのチ

ューブ管理

◦床ずれ予防や傷の処置　　

◦日常生活の看護

　食事、排泄、口腔ケアなどの介助や薬の管理

◦筋力低下や拘縮予防などのリハビリテ

ーション

◦介護者の健康管理や介護相談

◦認知症ケアや緩和ケアなど

※自宅以外の有料老人ホームなどにも訪

問をしています。

※訪問看護を利用する場合は、かかりつ

け医師や担当のケアマネージャーにまず

ご相談下さい。

居宅介護支援事業所を併設
　介護支援専門員が介護保険の申請代行、認定調

査、ケアプラン作成、介護相談などを行っていま

すのでお気軽にご相談下さい。

在宅介護支援センターを併設
　「たまち」は、弘前市第一地域包括支援センタ

ーから業務委託を受けています。地域の高齢者や

そのご家族の福祉の向上を目的に、相談支援や地

域の実態把握、関連機関等との調整、ネットワー

クづくり等を行っています。

　健生訪問看護ステーションたまちは、住み慣れ

た場所で安心して在宅生活が送れるようにお手伝

いしております。　　　　

� （統括所長・田中由紀）

� ［連絡先・0172-36-8833］

医師との連携を緊密に

会場・藤代健生病院　デイケア棟２階　多目的室
お問い合わせ・参加希望　地域連携室　℡0172-36-5181

藤代健生病院 家族教室のご案内

時　間＊ともに９時30分～11時30分の開催です。
参加費＊無料です。

「精神科リハビリ
テーションとは」
　◦７月13日（土）
　　講師：鎌田　晋

「精神科訪問看護
について」
　◦７月27日（土）
　　講師：斉藤みどり

Vol.17

職場紹介

たまち  の特徴

朝のミーティング　スタッフ一同

☆献立紹介…
健生病院
管理栄養士

小山　知織　

１人分当たり　エネルギー302Kcal　塩分1.4ｇ

トマトの炊き込みごはん

＜材料４人分＞

米２合　トマト中１個（150g）　エリン

ギ50g　乾燥ひじき５g　生姜10g

A（だし汁300ml　醤油大さじ２　
　 酒大さじ１　みりん大さじ１）

青じその葉４枚

＜作り方＞

❶米は研いでザルにあけておく。
❷トマトはヘタを取り、反対側に十字
の切り目を入れる。エリンギは食べや

すい大きさに切る。ひじきは水でよく

洗っておく。生姜と青じそは千切りに

する。

❸炊飯釜に米を入れ中央にトマトを置
く。周りにエリンギ、ひじき、生姜を

散らしAの調味料を加えて炊く。
❹炊きあがったらトマトを崩しながら
全体を混ぜ合わせる。器に盛り青じそ

を散らす。勤 務 地　健生病院　他
募集人員　若干名
連 絡 先　健生病院栄養科　野呂
　　　　　TEL　0172-55-7736
　　　　　まずはお電話を

臨時 管理栄養士・栄養士・調理師
募 集

７/３(水)		 河西支部　支部レク　●八幡
平・八幡沼

７/４(木)		 文京支部　支部レク　●碇ヶ
関方面

７/11(木)	 和徳支部　サロンつくし（脳
トレ）　●生協会館４Ｆ

７/12(金)	 文京支部　中三健康チェック
　●中三弘前店

７/19(金)	 岩木支部　支部レク　●鰺ヶ
沢方面

７/25(木)	 和徳支部　サロンつくし (抹
茶・折紙 )　●生協会館４Ｆ

７/26(金)	 目屋支部　支部レク　●五所
川原方面

７/29(月)	 南中央支部　支部レク●未定

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆�

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆各 支 部 予 定
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